

































































































































































『英国と日本一架橋の人びと一』（思文閣出版， 1998年， SirH. Cortazzi, G. 
Daniels ed., Britain and japan 1859-1991: Themes and Personalities, Japan Society, 
1991), その続絹である，イアン・ニッシュ編，日英文化交流研究会訳『英国と
日本一日英交流人物列伝ー』（博文館新社， 2002年， I.Nish ed., Britain and japan: 






















































































































































































































































1911 ~ 1965一』 (2002年），折田悦郎編『九州1帝国大学における留学生に関する基
礎的研究』（平成14・15年度科学研究費補助金基盤研究 (C)(2)研究成果報告書，
九州大学大学史料室， 2004年）を挙げておく。
「内地留学」という呼称やその扱いは時代が下るにつれて変化し，「留学」か
「進学」か当事者の認識も一様でないから，そのこと自体考察対象となりうるが，
これまでの研究において，留学生の受入・修学状況とその推移，学校種別・専攻
分野別の特徴，出身地域や社会階層上の特性，あるいは留学生団体の結成・活動
や民族運動との関係などが課題化され，史料の発掘・考証とともに明らかにされ
つつある。前述した中国からの留学に関する研究状況と異なり，植民地下の留学
史についてはここ十年ほどの間に本格化し， 1990年代後半の研究成果からうかが
われるように，単純な支配と被支配の構図，抑圧と抵抗の図式を超えた議論が展
開されている。見方を変えれば，かかる二分法ないしは二元論的な認識枠組を脱
却・克服しようという研究状況のなかで，植民地留学生の問題がクローズアップ
されてきたといえるかもしれない。たとえば朴宣美の前掲学位論文が，オーラ
ル・ヒストリーの手法を用いながら留学の動機や意識を分析し，ジェンダー史研
究の立場から植民地的近代化の実相を明らかにしているのは，興味深いものがあ
る。
植民地期朝鮮における高等教育の抑制は「内地」への留学を促迫したが，総督
府は当初の大幅な制限から， 1920年代に入って自由化へと方向転換を図り，学歴
取得や立身競争を水路づけながら積極的に親日勢力を育成しようとする。渡部宗
助はすでに前掲の1974年論文において，「日本の大学・高等教育が留学生達に何
を与え，何を与えなかったかという側面と留学生達の存在が，日本の学生の知性
的，感性的形成にいかなる意義を有したかという両面からの考察が必要であろう」
と課題提起をしているが，この点は今後さらに追究していかなければならないで
あろう。植民地下の留学が帝国日本の教育体制や「知」の分配構造とどのように
結びつき，「知」の帝国的構造が留学生を媒介としてその後の社会形成をいかに導
いたのかということは，やはり重要な論点である。帝国の拡大にともなって留学
の位相は複雑・多様化するが，植民地エリートのなかには帝国内にとどまらず，
欧米への留学者もいたわけだから，それらにも照明を当てながら「知」の連環を
トータルに考察する必要がある。帝国と植民地支配の文脈を抜きにして，その構
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造と性格の世界史的解明は完結しないであろう。
おわりに
以上不十分ながら，「日本の近代化と留学」「アジアにおける留学」「植民地と留
学」にいちおう分けて，留学史に関する研究動向を筆者なりに整理・概括してみ
た。たんなる研究紹介に終わらないよう心がけたが，一方でその紹介部分にも精
粗や濃淡があり，国外の研究もフォローできていない。他方で当初の構想では，
アメリカなど他の西洋諸国への留学や，「満洲国」それに「大東亜共栄圏」建設下
の留学政策に関する先行研究などにも言及し，課題の展望におりこむつもりであ
ったが，紙幅の制約もあって断念した。筆者は「越境する教育史研究の課題と方
法」をテーマとした2003年の教育史学会第47回大会シンポジウムにおいて，「対
欧米ないしは対アジアのどちらかいっぽうにおいて完結する関係にとどまらず，
その相互にまたがる国境をこえた世界史的な連環構造とダイナミズムを解明して
いくこと」を課題提起したが（拙稿「教育勅語の翻訳と帝国主義世界」『日本の教
育史学』第47集， 2004年），本稿は留学史に関する研究史に即して「知」の連環
と構造という視点から，その課題へのアプローチを模索したものでもある。さい
ごにこれまで述べてきたことと関連して，渡部宗助が「研究課題」として記して
いることを紹介し，結びにかえることにしたい。「留学生の派遣・行き先は欧米中
心，留学生の招致・受け入れはアジア中心， という構造は戦前・戦後で変化して
いない。つまり留学生の流れは，双方向的ではない。また，日本の大学・高等教
育機関に在籍する留学生数の比率は1.5%と「先進諸国」に比べ極端に低いことも
指摘されている。これらの問題の歴史的究明は，文明・文化の啓蒙史観の克服を
含んだ教育史研究として独自に考察すべき研究課題であろう」（渡部「留学生」，
久保義三，米田俊彦，駒込武，児美川孝一郎編著『現代教育史事典』東京書籍，
2001年）。
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